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シェイマス・ヒーニーのシビラント
一スウィニーとはだれか一
橋　本　愼矩
はじめに
　詩人はいうまでもなく言葉で詩を書く。しかしこれは単に辞書に意味や
用例がしめされている文字と単語の羅列ではない。我々が見逃しがちなの
は言葉の持つ音によって誘発される聴覚想像の世界である。詩人は言葉を
口の中でいくども転がし，やがてアコヤ貝が真珠をはきだすように詩を生
み出す。詩を意味だけで捕らえようとパラフレイズするのは真珠の輝きの
原因を調べるためにそれを切り刻むようなものだ。ヒーニーは詩を作ると
きある言葉の響きからインスピレーションを得てそれを核に永いあいだ舌
にころがして形を作っていくという。彼の詩を読んでいて時々意味不明の
箇所にであったときふと音読してみると暗雲の晴れることがある。しかし
それはたんに詩の意味がわかったというだけではない。総体としての詩が
詩としてそのままこちらに立ち現れてくれるということである。Station
Islandではその様なばあいシビラントが呪文のように出てくることが多
い。たとえば，本文で詳しく述べる予定だが“ABat　on　the　Road”の
‘rustle　alld　glimpse，　shot　silk，　the　stealth　of　floods’などはヒーニー
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特有のシピラントの性質を理解することによって疑問が氷解する。ヒー
ニー ｩ身もエリオットの詩についての暗雲が朗読を聞くことで晴れたと言
う。彼はそれを詩人らしく巧みに“make　myself　an　echo　chamber　for
the　poem’s　sounds”と表現している。テリー・イーグルトンは1976年，
Stand誌に載せた“New　Poetry”でヒーニーのNorthを批評し，ヒーニ
ーの詩の過剰な音声への嗜好を‘self－parody’に近づいていると警告した
後，つぎのように評価している。
　What　Heaney　has　tried　to　do，　however，　is　to　preempt　the　dan・
gers　of　this　by　turning　his　lexical　and　phonetic　interests　to
good　use－by　allowing　the　sound　and　sense－value　of　certain
significant　words　to　open　out　into　cultural　and　historical　persp・
ectives，　so　that　the　very　act　of　verbal　articulation　can　become
ametaphor　of　objects，　processes，　events．
　イーグルトンは非常に的確にヒーニーの詩の特質を言い当てている。と
くに「まさに発語行為じたいがメタファーとして文化的，歴史的展望」を持
つという指摘は以下，拙論でシビラントとスウィニーの関係を考える上で
も有効であろう。たとえばWintering　Outに収められている“オラクル”
では幼年時代にだれでもが経験するような思い出が素材である。木のうろ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　o
に隠れている子はなにやら母の胎内に匿ってもらっているような心地良さ
を感じる。うろの中でじっと耳を澄ましているとやがて自分を読んでいる
声がちかづいてくる。
as　they　apProach
calling　you　out：
small　mouth　and　ear
in　a　woody　cleft，
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of　the　mossy　places．
彼等が名を呼びながら
近付いてくるとき
木のうろの
小さな口と耳
苔むした場所の
耳朶と喉頭
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　このようなパストラルはへたをするとNeo－Georgianという有り難くな
い呼称をヒーニーに与えかねないのだが，それを救っているのは，まさし
くイーグルトンが言うように「音声への過剰なほどの関心」であろう。ヒ
ーニーの詩では自然の事物は，地名，風景を含めてそれら自体の描写のた
めの描写ではまったくない。自然の事物は言葉の「客観的相関物」として
あり，言葉は自然の事物の「客観的相関物」としてある，というのが彼の
詩の特色である。言葉が一方的に自然の事物に奉仕しているのではなく，
むしろその逆である。たとえば“Broagh”では湿地に残る足跡はそれ自体
の物理的かたちが問題なのではなく地名Broaghの0の形と音の「客観
的相関物」として存在している。さらにこのゲール語の地名の母韻は北ア
イルランドの基底文化としてのケルトの伝承を暗示しているという点でま
さしくイーグルトソの言う「発語行為がメタファーとして文化的，歴史的
展望」を持つのである。“オラクル”についても同じことが言える。他の
平易な単語に比べて，たとえば‘larynx’はラテン語派生の学術語臭い言
葉だが，call，　small，　cleft，　lobe，　place，のL音と一体となって子供の口
と耳が木のうろとが一体であることを音で示している。しかもそれが発声
器官であることで異化されるのは自然ではなく音声としての詩なのである。
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これと関連してヒーニーの詩のもうひとつの特微はその詩の多くがメタ・
ポエムであるということである。彼の詩では畑を耕すことも，子供との凧
あげも，釣りもそれらの行為が詩に書かれると同時にそれ自体すでにウロ
ボロスのように円環を成して詩作についての詩である。これは現代の状況，
とりわけ特殊な政治状況下のアイルランドで詩を書くことの意味を問いつ
づける姿勢と関係が深いが，これは他日の論を待つとして，ヒーニーは単
にregionalな詩人ではなく“Making　Strange”に明らかなように果敢に
言語実験を試みる‘cunning　middle　voice’の詩人であることは強調して
おかなければならない。
　さらにヒーニーの詩の別の特微をあげるならそれは音声の別の面，つま
り聴覚のほうの問題である。我々は言葉の音声というとつい発語行為の方
を考えがちであるが，耳で聞く方も無視できない。というより我々は発声
しながら同時に自分の声を聞いていると言う意味でこのふたつは不可分な
のである。“オラクル”ではそのことが‘mouth　and　ear’あるいは‘lobe
and　larynx’と対で表されている。その書き出しは次のようである。
Hide　in　the　hollow　trunk
of　the　willow　tree，
its　Iistening　familiar，
　‘its　listening　famihar’砕まシンタクスとしても意味としても曖昧ないし
両義的である。「子供が木のうろを親しく訪れてたびたび耳を澄ませた」
とも「木のうろが神託（オラクル）に耳を澄ませた」ともとれる。しかも
‘familiar’には「霊媒によって呼び寄せられた死者の魂」‘familiar　spirit’
の意味があるので詩人はこれによって，自分が自然と言葉によって一体と
なってかそけき音に耳を澄ませることで詩を書いているのだということを
暗示している。聴覚は重要な役割をはたしている。前回とりあげた‘The
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Loaning’でもかそけき音に対する詩人の想像力（エリオットの言う
　　　　　　　O　　O　　O　 　 　o
auditory　imagination注1））Oよ四つの異なる次元世界の統合を可能にして
いる。死者の‘whistling　speech’に耳を傾ける詩人は第一に子供の頃聞い
た，炉端での男達の語らいの世界，つぎに現在，野にたたずむ詩人の耳に
届く高圧線や犬の鳴き声など普段は意識しない音の世界，第三に，ダンテ
の血を流す樹木のある「地獄篇」の世界，最後に，北アイルランドの牢獄で
の物音である。この詩でヒーニーは‘shade’と言う単語を二度使用してい
る。むろんこれはひとつには‘ghost’の意味であるがヒーニーの場合
‘shade’（日本語ではもののけやみかげ）は死老の‘ghost’だけでなく個人
　　　　　　　　　o　　o　　o　　o　　　　o　　o　　o
の中に潜むユング的な無意識の深層や異界に住む異形の存在（後に言及す
るスウィニーなど）も指している。これらの‘shade’のささやきをダー
グ湖の巡礼をとおして聞いたのがStation　Island（1984）である。
　このように発語行為と聴語行為が表裏一体となった‘grassy　language’
（ヒーニー自身がダンテの英読で用いている句）こそヒーニーのdictionで
ある。以下，本論では‘grassy’のssつまりシピラントに注目してヒーニ
ーの詩の幾つかを解読したい。とりわけシビラントの多いSation　Island
の“The　King　of　the　Ditchbacks”が中心に論じられるのはこの作品こ
そStation　Islandの構造の種明しをしてくれる詩であるだけでなく，ス
ウィニーとは誰であるかを明らかにするのみならず，ヒーニーにおいては
発語行為と聴語行為がたんに詩作という次元を超えて（日本の祖霊信仰と
同じく）霊の来臨と祝詞（visitationとinnv。cation）の関係にあることを
示してくれるからである。
1
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　Station　Island（1984）は三部から成っている。第一部e“　Field　VVorle
（1979）以降に書かれたとおもわれる拝情詩群，第二部は「Station　Island」
と呼ぼれるデルク湖への巡礼をダンテのr神曲』に重ねて扱う12のセクシ
ョンからなる連詩。第三部は「甦ったスウィニー」と題されている。スウ
ィニーのマスクを被った詩人の現代世界での遍歴がおもなテーマである。
Field　IIZorleのダンテの地獄篇からの抄訳「ウゴリーノ」以来，ヒーニー
にはダンテの影響が濃厚であるがこれについては別に触れることにして，
まずスウィニーとヒーニーの関係を考えてみよう。
　ヒーニーはスウィニーをとりあげたのは自分の名前と韻を踏んでいるか
らだ，とBBCのインタヴューで答えているがこれはひとつの遁辞であっ
て実はもっと深い因縁のあることをSweeney　Astray（1983）の序で述べて
いる。ヒーニーは1972年にBuile　Suibhne（12～15世紀に書かれたとい
われている）の翻訳に着手し1983年にアイルランドで出版している。ス
ウィニーは7世紀に実在していたと推定されているアルスターの王で，キ
リスト教の僧侶，聖ローナンを怒らせたためその呪いを受け，鳥に変身さ
せられ，気が狂ってアイルランドじゅうを遍歴した。愚かれたようにアイ
ルランドの名地を彷径し，さまざまな樹木を飛び回りながら彼の吐露する
叙情詩は風土をたたえる地名詩あるいは樹木を誉める自然詩でもある。ケ
ルト語のアルファベットと樹木の名前との関係を追及したロバート・グレ
イヴスはThe陥舵Goddessのなかで「この中世の詩は愚かれた詩人の
苦境について書れた西洋随一の呵責無き作品である」と評している。
　ヒーニーがこの作品に関心を抱いた理由は現代の北アイルランドの厳し
い政治情勢とそのなかに生きる詩人の詩的想像力の関係の力学を読みと
ったからである。彼は序のなかで「スウィニーを流浪の，罪を負った，言
葉に慰めを見出す詩人とみなすなら，この作品を，自由な想像力と宗教，
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政治，社会の課す責務の足枷とのあいだの対立の一様相と見なすことも可
能であろう」と述べている。またヒーニーとスウィニーとの地理的親近感
も作用しているとおもわれる。ヒーニー自身の説明によれば，スウィニ
ーゐ領土は彼の生まれたアジトリム州にあり，作品中の地名の多くが親し
みのあるものだったのみならず，スウィニーの最後に辿り着いたセント・
マリンズもまたヒーニーが1972年に移り住んだウィクローに近い。
　　さて，スウィニーを巡るヒーニーの子供時代の経験が“The　King　of
the　Ditchbacks”を解読するのに役立つ。ひとつはPreoccupationの
“Mossbawn”から。
　That　was　the　moss，　forbidden　ground．　Two　families　Iived　at
the　heart　of　it，　and　a　recluse，　called　Tom　Tipping，　whom　we
never　saw，　but　in　the　moming　on　the　road　to　school　we
watched　his　smoke　rising　from　a　clump　of　trees，　and　spoke　his
name　between　us　until　it　was　synonymous　with　mystery　mam，
with　unexpected　scuttlings　in　the　hedge，　with　footsteps　slushing
through　long　graSs．（下線筆老）
もうひとつはSweenay　Astrayの序から。
　Iwas　in　a　country　of　woods　and　hills　and　remembered　ghat
the　green　spirit　of　the　hedges　embodied　in　Sweeney「had　first
been　embodied　for　me　in　the　persons　of　a　family　of　tinkers，
also　called　Sweeney，　who　used　to　camp　in　the　ditchbacks・along
the　road　to　the　first　school　I　attended．　One　way　or　another，　he
seemed　to　have　been　with　me　from　the　start．（下線筆者）
　　この二つの引用文から明白なことを要約して取り出せぽ，日常の社会の
境界のむこう側の禁じられた異界（forbidden　ground）に住む‘mystery　man’
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あるいは‘green　spirit’に対する畏怖の気持ち，それを理解し，ばあいに
よってはそれらを偽装し同化することによって自然の秘密をくすね，言葉
の中にとりこもうとする意図がヒーニーには初期から存在したといえるだ
ろう。むろん実在のトム・ティピンやティンカーのスウィニーが問題では
なく彼らが少年時代のヒーニーの記憶の網を潜りぬけ，やがて詩人ヒーニ
ーの創造力の世界でsymbolic　factorとなったことのほうが重要であるこ
とは言うまでもない注2）。
　ヘッジのなかで不意に聞こえるかそけきもの音（scuttling，　slushing）の
世界には，ケルトの装飾写本の入り組んだ組紐紋様や植物紋様が入り乱れ
つつ，ついには文字をかたつくるように，詩の言葉を編み出す植物が満ち
ている。上記の‘オラクル’で木のうろのなかで耳を澄まし言葉を発する事
　　　　　　　　　　　　　　　o　　o
がメタ・ポエムであるのと同じく，“The　King　of　the　Ditchbacks”も詩
作についての詩である。
　この詩はStation　Islandの第一部の25篇の詩の最後に置かれ，第二部
への繋ぎであると同時に第一部の総決算でもある。詩作の根本姿勢をメ
タ・ポエムというかたちでのべたものであり，スウィニーがヒーニーにと
って持つ意味を余すところなく表現しているようにおもわれる。以下この
詩を読解してみることにする。
　まずタイトルの‘ditchbacks’とはなにか。これは文学どおりにはヘッジ
のぞぽに排水を良くするための溝を設け，掘り出した土を盛り上げた部分
であろう。ここは耕作にも通行にも使われないつまり田園において遊びの
部分であるから放浪するティンカーたちが利用したり，世捨て人が隠れて
生活するのに適している場所だと考えられる。別の言い方をするならば
Sweeney　Astrayのように社会の規範からはずれた（astray）異能の人々
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　o　　o　　o
の生活空間といえるだろう。その様な場所の王様とはむろんSweeney（七
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世紀の物語中の人物であると同時にヒrニーの幼年時代のティンカー）’で
ある。
As　if　a　trespasser
unbolted　a　forgotten　gate
and　ripped　the　growth
tangling　its　lower　bars一
just　beyond　the　hedge
he　has　opened　a　dark　morse
along　the　bank，
acrooked　wounding
of　silent，　cobwebbed
grass．　If　I　stoP
he　stops
like　the　moon．
忘れられたゲートを開け
鉄柵にからむ
草をはぎ取る
侵入者のように一
ヘッジのむこうの
盛’土，くねくねと
続く，くもの巣の張った
静かな草地に
彼は点々と黒い
モールス信号を残す。
こちらが足を止めると
むこうも立ちどまる
まるで月のように。
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草むらをかきわけてモールス信号のような足跡を残す謎の存在に詩人は
とり愚かれている。
Under　the　bridge
his　reffection　shifts
sideways　to　the　current，
mothy，　alluring．
Iam　haunted
by　his　stealthy　rustling，
the　unexpected　spoor，
the　pollen　settling．
橋の下で，彼の姿が
蛾の飛び交う
人を惹きこむ流れに
斜に映る。
私は惹き寄せられる
彼のかそけき足音に
思いがけない動物の臭いに
はらはらとこぼれる花粉に。
　シビラントのSが第三，第四詩節に繰り返されていることに注目してお
きたい。かそけき音がとおり過ぎた後には臭いと花粉が残っている。その
謎の存在を見失わないために詩人は想像力の世界で追及し続けなけれぽな
らない。森の狐を捕らえるためにテッド・ヒュ．’一ズが言葉のわなをしかけ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　●
たようにヒーニーは言葉の樹木の枝によじのぼって相手を追う（この点につ
いては後に詳述する）。第二部は散文詩で書かれており詩人の問い掛けは続
く。この夜の闇に向かっての問いかけは謎の存在が残した‘dark　morse’
を解読することを意味している。
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　一Are　you　the　one　I　ran　upstairs　to　filld　drowned　under
running　water　in　the　bath　？
　－The　one　the　mowing　machine　severed　like　a　hare　in　the
stiff　frieze　of　harvest？
　－Whose　little　bloody　clothes　we　buried　in　the　garden　？
　－The　one　who　lay　awake　in　darkness　a　walrs　breadth
from　the　troubled　hoofs　？（訳省略）
　ここで読者はField　Wb娩の“The　Badgers”を思い出すだろう。異界
からのもののけの訪れをアナグマの再訪に予感する不思議な作品である。
　　　o　　　o　　　●　　　●
開け放した窓から眺める夜の闇にうごめく影のような存在に詩人は注意を
凝らす。向こうがこちらに近づく（visitation）ことと詩人が言葉つまり想
像によって相手を招魂（invocation）することの間にはほとんど隙間のな
い緊張の放電があるようにおもわれる注3）。招魂の儀式の後，詩人は再び
謎の影を追う。
　After　I　had　dared　these　invocations，　I　went　back　towards　the
gate　to　follow　him．　And　my　stealth　was　second　nature　to　me，
as　if　I　were　coming　into　my　own．　I　remembered　I　had　been
vested　for　this　calling．
招魂の後，私はゲートに戻って
彼の足跡を追った。融のしのび足は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t
自分の本分であるかのように，習い性となった。
私はこの天職のために召されたことを思い出した。
　追跡は同時に相手との同化の試みである。‘stealth’の意味は文字どお
りには音を立てずに近づくことだが，メタ・ポエムとして読むならぽ言
葉によってもののけを招ぶ（calling）ことである。それが詩人の天職
　　　　　●　　　●　　　o　　●
（calling）であるとスウィニーの影を追う詩人は宣言しているのだ。したが
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って第三部の‘わたし，は一部の‘わたし，ではなく‘鳥に変身したスウィニ
ー＝わたし’として読まなければならない。
　ここで“The　King　of　the　Ditchbacks”（以下K　D．）とBuzle　Suibhne
（以下B．S．）とStation　Island（以下S．1．）の三者間の偶然とはおもえない
構成上の符合を指摘しておきたい。
　S．1．はスウィニー一一・の行跡をたどるnarrativeの散文詩の部分と主にス
ウィニー自身をspeakerとするoccasional　poemともいえる叙情詩，お
よび複数の人物との対話詩からなりたっている。K．　D．の第二部につぎの
ように書かれているのは実は，ウィクローのコテージの二階（in　that　upst・
airs）でこのB．　S．の翻訳に取りかかっていたときのヒーニー自身の状態を
下敷きにしている。
　Iwas　sure　I　knew　him．　The　time　I’d　spent　obsessively
in　that　upstairs　room　bringing　myself　close　to　him：each
entranced　hiatus　as　I　chainsmoked　and　stared　out　the　dormer
into　the　grassy　hillside　I　was　laying　myself　open．　He　was　de・
pending　on　me　as　I　hung　ollt　oll　the　limb　of　a　translated　phrase
like　a　youngster　dared　out　on　to　an　alder　branch　over　the　whir1。
poo1．　Small　dreamself　in　the　branches．　Dream　fears　I　inclined
towards，　interrogating：（訳省略）
　ここには熱中している翻訳の仕事を前にして，煙草を吸い，窓の外を眺
める詩人自身が描かれている。「樹木の枝に牽登る」はアルファベットが
樹木の名前によって表されるアイルランド語の翻訳を暗示する。されぽこ
そ詩人自身が‘hung　out　on　the　limb　of　translated　phrase’ということ
になり，shade（もののけ）のスウィニーがよみがえるかどうかは詩人の翻
訳いかんによることになる。K．D．の第三部では翻訳を通じてスウィニー
と一体化を完了した詩人が放浪の旅に出る設定となっている。
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　K．D．とB．　S．とS．1．がともに散文詩と叙情詩と対話詩の三種で書か
れていることも偶然ではないだろう。不思議なことに，とりわけ，K．　D．
およびS．1．それぞれの第一部が叙情詩，第二部が主として散文詩，第三
部が蘇ったスウィニー＝ヒーニーによる叙情詩という点で一致している。
それだけではない。キリスト教にたいするメタフォリカルな言及がK．D．，
B．S．，　S．1．に一貫して隠れており，構造的にはS．1。の最後の詩，“On　the
Road”がK．　D．の第三部の最後，キリストの教えにしたがって貧者にす
べてを与えて旅に出た若者のその後の探求の姿に重ねられている。
　“Station　Island”だけをみるならぽダンテ，ジョイス，マンデルシュタ
ム，エリオットらの影響，とりわけ『神曲』の影響が際立っているように
思え，現に批評家のみならずヒーニー自身もそう明言しているのだが，以
上のようにK．D．を視座の中心にするとB．　S．のスウィニーのもののけ
（shade）のほうがS．1．のよりおおきなバックボーンを成していることが
分かる。
　結論をいえぽK．D．はS．1．全体についてのコメントを隠し持っている
メタ・ポエム，つまり詩集を編むにあたっての意図をメッセージとして伝
える詩を書く詩人自身がスウィニーに化けて自分自身を詩の題材にしてい
るということである注4）。詩人は先にあげた‘‘On　the　Road”のなかで‘my
book　of　changes’（“わたしの変身の物語”）と述べていることもこれを裏書
きしている。
II
　つぎに‘stealth’を取り上げよう。‘steal’はこっそりと盗むという意味だ
けでなく相手に気付かれないで行う行為には幅広く使われる。しかし詩作
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を‘stealth’というばあいそこにはなにかヒーニー特有の問題が潜んでいる
ようにおもわれるのだ。草むらに聞こえるかそけき音が‘scuttling’‘rus－
tling’‘slushing’　‘whispering’のようなシビラント（歯擦音）を含むことと
無関係ではないだろう。‘stealth’とはS音あるいはSH音の密かで狡智に
たけた（cunning）少し不気味な響きと無縁ではない。
　　他の作品でヒーニーはシビランをどの様に用いているであろうか。まず
F．W．の“Leavings”：
Asoft　whoosh，　the　sunset　blaze
of　straw　on　blackened　stubble，
athatch－deep，　freshening
barbarous　crimson　burn
Irode　down　England
as　they　fired　the　croP
that　was　the　leavings　of　a　crop，
the　smashed　tow－coloured　barley，
down　from　Ely’s　Lady　Chape1，
the　sweet　tenor　latin
forever　banished，
the　sumptuous　windows
threshed　clear　by　Thomas　Cromwell．
Which　circle　does　he　tread，
scalding　on　cobbles，
each　one　a　broken　statue’s　head～
After　midnight，　after　summer，
to　walk　in　a　sparking　field，
to　smell　dew　and　ashes
and　start　Will　Brangwen’s　ghost
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from　the　hot　soot－
abreaking　sheaf　of　light，
abroad　in　the　hiss
and　clash　of　stooking．
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微かな歯擦音，黒ずんだ刈り取り後の
藁が夕日のように燃える
燃えさかる積み藁の
猛々しい緋色の炎
私がイギリスを旅したとき
畑に火が放たれていた。
刈り後の藁
刻んだ麻色の大麦
私はイーリーの聖母礼拝堂を観てきた。
美しいテノールのラテン語は
永久追放
壮麗なステンドグラスは
トマス・クロムウエルに打ち壊された。
地獄の何層に彼はさまようか？
壊した聖像の頭部でできた
焼けた石の上の灼熱地獄か？
晩夏の真夜中過ぎに
燃え残る野火のなかを歩き，
朝露と灰のにおいを嗅いでいると
ウィル・プラングエンの亡霊が
まだ熱い燃え残りから飛び出して
稲むらの歯擦音と
衝突音のなかにひろがる
光の崩れる稲束
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　‘barbarous　crimson　burn’にはポプキンスの影響のなごりが感じられ
るが，ヒーニーは実に巧みにここに伏線を配している。というのは第四ス
タンザにでてくるトマス・クPムウエルはヘンリー8世の時代の修道院破
壊の主導者でありカトリックのアイルランド人である詩人からみればダン
テの地獄に堕ちているはずのbarbarous　crime（crimsonにscarletと同
様に罪を読み取ることは無理ではないだろう）を犯している。この詩の全
体にちりぽめられているシビラントは野焼きの火のように全体を覆い，修
道院の焼き討ちばかりでなく，クロムウエルが堕ちた地獄の業火まで暗示
している。さてそれではなぜ第五スタンザにD．H．ロレンスの『虹』のウ
ィル・ブラングエンの‘ №?盾唐煤fが出てくるのであろうか？　彼の教会建築
にたいする熱中と関係があるとすれば，それはリンカーン大聖堂の壁に彫
られた，地霊を表すような子鬼と関係していそうである。しかしシビラン
トの柔らかでありながら同時に薄気味のわるい‘soft　whoosh’‘hiss’など
は地霊を象徴する蛇を想像させる。とすれぽヒーニーはロレンスが『英国，
わが英国』などで蛇を地霊の象徴として用いていることを念頭においてい
るのではなかろうか。
　ヒーニーが‘my　stealth　was　second　nature　to　me’というときにシ
ビラントの喚起力によって，それとはっきり明示しないで，たとえぽ‘Lea・
vingS’のように読老の脳裏に蛇に象徴されるある存在を無意識のまま甦ら
せる詩の魔術を指しているようにおもわれる。
　シピラントが巧みに用いられているもうひとつの例をあげよう。F．　W．
の最後に収められている　‘Ugolino’はダンテの地獄篇の32，33章のヒ
ーニーの訳である。その中の2行を原典とともに数種の英訳を引用してみ
る。
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Ahi　Pisa，　vituperio　delle　genti
　del　bel　paese　la　dove’1　si　sona， （原文）
Ah！Pisa，　thou　opprobrium　of　the　people
　Of　the　fair　land　there　where　the　Si　doth　sound，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（long　fellow）
OPisa！　scandal　of　all　folk　whose　tongue
　In　our　fair　country　speaks　the　sound　of　si，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Dorothy　L．　Sayers）
Pisa！　Pisa，　your　sounds　are　like　a　hiss
　Sizzling　in　our　country’s　grassy　language．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Seamus　Heaney）
　原文は「ああ，ピサよ，siの音が美しく響くうるわしの国の名を汚すも
のよ」ということであろうからイタリア語に頻出するシビラントは美しい
ものと感じられているようである。ヒーニーの訳は他のものに比ぺると創
作に近い意訳である，しかも，Pisaを二回繰り返すことでシビラントの
支配への道を開いている。そのうえhissやsizzlingという蛇を連想させ
る単語を用いることで裏切りと陰謀の渦巻く13世紀のピサを悪と罪のに
おいをもたせて伝えるのにヒーニーのシピラントの配置を成功していると
いえる。‘grassy　language’は意味としては曖昧であるが草地を蛇のよう
にのたくる言語を喚起するための‘grassy’は適格な形容詞であろう。
　スウィニーはキリスト教のはいりこむ以前の古代アイルランドのケルト
の地霊，森に住む自由な異教の精神を現している。彼は“Station　Island”
のSection　1にサイモン・スウィニーとして現れ，教会の鐘に惹かれて巡
礼に出掛けようとする詩人を引き止める。これをみてもヒーニーの詩の世
界ではSweeney　＝snake＝＝　mystery　man＝green　spiritの等式が成立す
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ることに疑問の余地はない。ヒーニーは1970年のBBC放送の中で“King
of　the　Dark”という表現でスウィニー的な存在と自身の詩人としての創
作の秘密に触れて次のように述べている。
　‘The　dark　centre，　the　blurred　and　irrational　storehouse　of
insight　and　instincts，　the　hidden　core　of　the　self－this　notion
is　the　foundation　of　what　viewpoillt　I　might　articulate　for　my－
self　as　a　poet．．．．．．．
　Ithink　of　those　statues　of　Saint　Patrick　that　you　find　in
Irish　churches：Patrick　banishing　the　snakes　from　Ireland．　The
snakes　are　the　emblems　of　evi1，　perhaps，　the．satanic　worms
who　poisoned　Eden，　and　Patrick　is　the　hero　ridding　the　coun・
try．　But　in　another　way　Patrick’s　staff　could　be　seen　as　a　spade
that’s　planting　the　sense　of　sin　in　the　country．　The　snakes　are
frigid　at　the　foot　of　his　crozier．　Certain　1迂e　forces　have　heen
paralysed．
　性的なものが隠蔽されて罪の意識と結び付くときに生命力のparalisis
が生じるというロレンス的な思想がここには見える。聖バトリックがアイ
ルランドから蛇を絶滅したということと，聖ローナンがスウィニーに呪い
をかけたこととはパラレルである。’ヒーニーはシピラントを巧みに操るこ
　　　　　　　　　　　　　な
とによって暗示的に（というのは彼は作品の中では決して罪ないし悪を直
接明示する単語を用いない），場合によっては隠微にそして淫靡にも表現
できるのだ。とりわけ性的なものに対するヤンセン主i義的締め付け，長老
派の厳格主義，検閲が厳しい歴史的重圧を持ち続けたアイルランドでは芸
術家が創造的自由を保持していくことが困難であった。現在これらがすべ
七払拭されたわけではない。こう考えるとシピラントの喚起する隠微＝淫
靡はむしろ有効な戦略として機能しているといえよう。
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　シビラントはsexyでuncannyなものを喚起する作用をしながら詩人
が密かに（stealthily）に神話や無意識の領域，また幼年時代の性的経験に
入り込むことを可能にする。“Station　lsland”のSection　VIの冒頭のソ
ネットは文字どおリシピラントで織り成されたinvocationのための呪文
である。スウィニーの諫言をふりきって巡礼に出た詩人はここで再び自分
の詩の源泉にたちもどるかのように幼年時代を呼び覚ます。つぎの引用の
なかでは植物と性と言葉が絡み合って密かな隠れた罪の喜びと畏れを共有
しあっている。
Freckle・face，　fox－head，　pod　of　the　broom，
Catkin－pixie，1ittle　fern・swish：
Where　did　she　arrive　from？
，Like　a　wish　wished．
And　gone，　her　I　chose　at‘secrets’
And　whispered　to．　When　we　were　playing　houses．
Iwas　sunstruck　at　the　basilica　door－
Astillness　far　away，　a　space，　a，dish，
Ablackened　tin　and　knocked　over　stool－
Like　a　tramped　neolithic　floor
Uncovered　among　dunes　where　the　bent　grass　　　　’
Whispers　on　like　reeds　about　Midas’s
Secrets，5ecrets．　I　shut　my　ears　to　the　bel1．
Head　hugged．　Eyes　shut．　Leaf　ears．1）o〃’t　tell．1）on’t　tell．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（訳省略）
　シビラントが豊饒に，いや，過剰なほどに織り込まれた草むらでの子供
時代の性的遊戯の世界では異性はもののけのように（‘Where　did　she　arrive
　　　　　　　　　　　　　　　■　　　●　　　●　　　●
from？’）立ち現れる。ここはどこか？　‘basilica’は聖堂か？　しかし実際
はヒーニーの‘cunning　middle　voice’　eま別のもの，つまり砂漠の蛇fbas・
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ilisk’を指しているのではないか～　そう考えるとここはつぎの行にある
ように‘石器時代の大地’ではなかろうか。爬虫類が草むらにのたくるsex・
nestをまさしく‘grassy　language’で表現しているとしか考えようがな
いだろう。蛇とひとつになってしまった「わたし」はミダス王のように秘
密を抱え込んで教会の鐘に耳を塞がざるを得ないのである。
　ヒーニー自身の言葉を借りるなら「聖バトリックの司教杖の下で堅くこ
わばっている不感症の蛇」を救うためには，詩人自身，シビラントの呪文
を口ずさみ，狡智を武器に戦わざるをえない。ずいぶん遠まわりをしたが
以上が‘The　King　of　the　Ditchbacks’の第二部の‘And　my　stealth　was
second　nature　to　me，　as　if　I　were　coming　into　my　own。　I　remember
Ihad　been　vested　for　this　calling．’の意味するところであろう。
　第三部の最初の三連の‘1’は先にも述べたように‘Sweeney　Astray－＝
the　poet・speaker’として読まなけれぽならない。
When　I　was　taken　aside　that　day
Ihad　the　sense　of　election：
they　dressed　my　head　in　a　fishnet
and　plaited　leafy　twigs　through　meshes
so　my　vision　was　a　bird’s
at　the　heart　of　a　thicket
その日，選びわけられたとき
神に白羽の矢を当てられたのだ。
彼らは私の頭に漁網を飾り
葉の茂る小枝を縫みこんだ。
それ以来，私は茂みの中から
鳥の眼で世界を見た。
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　鳥に変えられたスウィニーは頭に被せられた網目に緑の小枝を差してい
るが，これはキリストよりは旧い5月祭における‘green　man’のみなりで
ある。そして彼は狂気の（astrayはアイルランド英語では「気の狂った」と
いう意味もある）詩人でもある。そして彼はすべてを貧者に与えてキリス
トの後にしたがった男のように孤独な流浪の旅にでる。というのが第三部
の要点であるがむろんスウィニー＝詩人が従ったのはキリスト教の教義に
ではなく自由な想像力の詩の世界である。
III
最後に，S．1．の“A　Bat　on　the　Road”を読んでヒーニーのシピラン
トとジョイスのr若き芸術家の肖像』との関係を考察しておこう。
ABat　on　the　Road
14ba〃ゴ々θSO〃waking’O　consciousnθ∬げitself　in
darleneSS　and　seCffec　2　and　10％θ〃neSS・
You　would　hoist　an　old　hat　on　the　tines　of　a　fork
and　trawl　the　mouth　of　the　bridge　for　the　slight
bat・thump　and　flutter．　Skinny　downy　webs，
babynails　clawing　the　sweatband＿＿But　don’t
bring　it　down，　don，t　break　its　flight　again，
don，t　deny　it；this　time　let　it　go　free．
Follow　its　bat－fiap　under　the　stone　bridge，
under　the　Midland　and　Scottish　Railway
and　lose　it　there　in　the　dark．
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Next　thing　it　shadows　moonslicked　Iaurels
or　skims　the　lapped　net　on　a　tennis　court．
Next　thing　it’s　ahead　of　you　in　the　road．
What　are　you　after？You　keep　swerving　o任，
flying　blind　over　ashpits　and　netting　wire；
invited　by　the　brush　of　a　word　likeρθゴgηo〃，
rustles　and　glimpses，　shot　silk，　the　stealth　of　floods
SO　close　to〃le　l　could　hear　her　breathing
and　there　by　the　lighted　window　behind　trees
it　hangs　in　creepers　matting　the　brickwork
and　now　it’s　a　wet　leaf　blowing　in　the　drive，
hbw　soft－deckled，曲adow－convolvulus
by七he　White　Gates，　Who　would　have　thought　it？
　　Gates
She　let　the〃1　do　whatever　they〃leed・Cling　there
as　long　as　you　want．　There　is　nothing　to　hide．
At　th6　White
さまよう騙輻
「暗黒と秘密と孤独のうちに目覚める騙輻のような魂」
熊手の先に古い帽子をかかげて
ぽたぱたと飛ぶ微かな音を頼りに
橋口をさらおうというのか
痩せたにご毛の皮膜，汗皮を掴む赤子の爪。
捕まえるな，その飛翔を再び遮るな！
殺してはいけない。今度こそ逃がしてやってくれ。
ミッドランド・スコットランド鉄道会社の
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石橋の下へと騙幅の羽音を追って
その暗がりで見失う。
つぎに騙幅は月照らすローレルに影をおとし
テニスコートの弛んだネットを掠めたかと思うと
つぎの瞬間には道の前方にいる。
君はなにを追っているんだ？　盲目の
君はいつもするりと身を翻し，灰溜や金網を飛び越える。』
ペニョワールという言葉の香りに誘われて
きぬずれ，盗み見，玉虫色の絹，密かな横温
「息遣いの聞こえるほど近くに身を寄せて」
ほら，木の向うの明りの付いた窓のぞぽ
煉瓦の壁をおおう蔦のなかにぶらさがっている。
と思うと今度は車寄せに舞う濡れ落葉，
つぎにはホワイト・ゲートの柔らかく縁取られた影の昼顔
だれが想像できたろう？　ホワイト゜ゲートで
「彼女は彼等の言うままになった」好きなだけ
いつまでもしがみついていろ。隠すものは何もない。
　ヒーニーはジョイスについてS．1．の“Shelf　Life”と“Station　lsland”
のXIIで触れている。“Shelf　Life”の‘Granite　Chip’ではMartello
Towerから取った花嵩岩のかけらは‘jaggy，　salty，　punitive　and　exact・
ing’と形容され，ジョイスの文学に対する厳しい，決然とした姿勢を暗示
している。その石は「カトリック教に毒された百姓の国」にコミットする
詩人には鋭い‘Calvin　edge’と感じられている。芸術に身を捧げることが
すなわちカトリックのアイルランドを捨てることと同じ意味を持ったジョ
イスに対して，ヒーニーは逆に北アイルランドと職をすてて南に移った時
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にカトリックのアイルランドを選んだことになる。ここからヒーニー一一eのジ
ョイスに対するアンビバレントな姿勢が出てくる。“Station　Island”XII
でジョイスの声が詩人に向かって‘The　main　thing　is　to　write　for　the
joy　of　it．　Cultivate　a　work－lust＿＿Let　others　wear　the　sackcloth
and　the　ashes’と語りかける。カトリックの巡礼など他人にまかせて詩
に打ち込み，自分自身の調子を確立せよと語りかける。ヒーニーはこの助
言に応じて，祖国の状況にたいしはすに（tangent）かまえ，‘cunning
　　　　　　　　　　　　　　　　　O　　O
middle　voice’の立場を取っている。しかし彼はジョイスのように祖国を
捨てたわけではない。
　ジョイスのr若き芸術家の肖像』ではアイルランドの土着文化，神話，
ナショナリズムを信奉するディヴィンはスティーヴンたちにからかわれ
て百姓の学生と呼ばれている。その彼があるときとある田舎で半裸に近い
　0　　0　　0　　0　　0
若い人妻から誘惑された経験談を聞いてスティーヴンはこう思う。「彼女
のいや，彼（スティーヴン）自身の民族の典型だ。暗黒と秘密と孤独のう
ちに目覚めて，裏のないまなざしと声と身振りで，見知らぬ人を自分のペ
ットによびこむ騙蟷のような魂だ」
　スティーヴンはアイルランドの歴史は裏切りの歴史で「アイルランドは
自分の子を食う老いぼれの雌豚だ」と祖国に呪誼と憎悪をなげつける。彼
にとって，ディヴィンと彼を誘惑した女は魂が覚醒する以前の段階にある
冥いアイルランドその物であり，暗がりを好んで飛ぶ編輻がその象徴であ
る。「彼は濃い闇みのなかで」「民族の思想や欲望が騙幅のように暗い田舎
道をとびまわる」のを感じた。彼は闇を飛ぶ騙幅を捕らえる網を逃れて光
に向かって飛ぶダイダロスたろうとする。
　以上のことをコンテクストにして“ABat　on　the　Road”を読むとヒー
ニーは騙幅に自由な飛翔をゆるす。つまりアイルランドの土着的魂に向っ
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てなんら恥じることはないと肯定しているように思える。ジョイスの否定
する蠣幅を肯定しているように読めるだろう。しかしいったいこの詩のな
かに前後五回使われている‘you’とはだれであろうか。網を掠める蠣輻は
変幻自在に飛び回っている。第五スタンザの‘You’は灰溜や金網の上を飛
んでいるのだから詩人，あるいはジョイス，あるいは読者でもありえない。
騙幅は‘it’で示されているのだが，最後のスタンザの℃ling　there　as
long　as　you　like．’の‘You”も編幅としか考えられない。となると第一ス
タンザの帽子で騙幅を捕らえようとしているYo11とは別人の筈である。
　第五スタンザの‘invited　by　the　brush　of　a　word　like　peignoir／
rustles　and　glimpses　shot　silk，　the　stealth　of　floods’に注目してみよ
う。
　‘peignoir，によってなぜシピラントが喚起されるのか』？．ペニョワール
は女性が髪を櫛けずるときや入浴のときに使う化粧着である。フランス語
の響きがいっそう官能性をくすぐると言うことはあるだろう。しかしここ
は再びr若き芸術家の肖像』の一節に戻ることによって解読されよう。先
にデnヴィンを誘惑した女は「はんぶん着物を脱いで髪を垂らしていた」と
いう箇所に誘発された表現であるように思われる。さらにそれに先立つ箇
所には校長との会話で，やはり女性の身に付けるフランス語の‘les　jupes’
（女袴）という言葉を聞いてスティーヴンは「女が着る衣類やそれを作ると
きの柔らかで華奢な素材の名にいつもほのかな罪深い香り」を感じたとあ
る。したがって‘rustle　and　glimpses’以下のシビラントの連発は女性の
官能性に誘発された「罪深い香り」と無縁ではない。‘so　close　to　me　I
could　hear　her　breathing’というディヴィンの言葉の引用はそれを示し
ている。
　“Punishment”で詩人（ヒーニー）は晒しものにされている女の裸身を見
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ている自分を‘artful　voyeur’と言っているが先に本論で引用したS．1．の
VIの冒頭のシピラゾトも後半では女性の服の切れ込みから裸身を覗くシ
ーンへと続いていく。（‘＿＿Isaw　her　honey－skillned／Shoulder－b1ades
and　wheatlands　of　her　back／Through　the　wide　keyhole　of　her
keyhole　dress，）
　これでシビラントはヒーニーの詩では「罪深い香り」の官能性の世界ヘ
　チヤンネル
の通路となっていることが明白であろう。以上をもとに‘＿＿peignoir／
rustles　and　gli’高垂唐?刀C　shot　silk，　stealth　of　floods’を解読すると，か
そけき衣擦れの音とvoyeurismとが隠れていることが分かる。最後の
‘Stealth　of　flood6’は密かに温れてくる活気，つまり情欲のことであろう。
さきにも言及したようにstealthは罪の行為を人知れず行う事を暗示しK．
D．のスウィニー（鳥）＝ヒーニーの‘my　stealth　was　second　nature　to
me’にむすびつく。
　ここでふたたび“ABat　on　the　Road”の‘Y6u’とはだれであろうか？
官能性にひかれて，網を避け，闇を飛び回る存在とはむろん騙輻であると
同時に鳥になったスウィニーである。そしてスウィニーを媒介したジョイ
スとヒーニーでもある。罪を負って中世のアイルランドの樹間を飛び回る
スウィニーはまた同時に自然に官能的喜びを見出だす。ヒーニーはそこに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の詩的想像力の源泉を見出だすことによって，“Station　Island”にあるジョ
イスの‘shade’のつぎの助言に従ったのである。
let　others　wear　the　sackcloth．and　the　ashes．
Let　go，　let　fly，　forget．
You’ve　listened　long　enough．　Now　strike　your　not6．
官能的なものが隠蔽されて罪の意識と結び付くとき，生命力のparalisis
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が生じるというテーゼは先にもロレンス的と言っておいたが，これはむろ
んジョイスの『ダブリナーズ』の主題でもあり，ヒーニーのそれでもあ
る。“ABat　on　the　Road”の最後の二行の意味するところはこれで明ら
かであろう。
She　let　them　do　whatever　they　lileed・Cling　there
as　long　as　you　want．　There　is　noth㎞g　to　hide．
　そしてむろん，‘She’は受身的に英国に侵され続けてきたアイルラソド
でもあり，そこに留まる‘You’とは詩人自身であるという解釈も成立する
のである。　　　　　．
付　記
　　ヒーニーはPreoccuPationの“Belfast”で，詩が生まれてくるプロセスは“a
kind　of　somnambulist　encounter　between　masculine　will　and　intelligence
and　feminine　clusters　of　image　and　emotion”と述ぺている。ところで受動
性型のワーズワースが中年以後創作力が枯渇していったのにたいしイエーツは逆
に晩年まで変身を続ける詩人として創作力の衰えを知らなかった。その理由のひ
とつはイエーツがCrazy　Jane　Poems　Vこみられるようtlcalter　egoとしてのmask
の用いかたを知っていたからであるとおもわれるが，ヒーニーは“Yeats　as　an
Example？”のなかで詩型，韻律，　voiceの問題とからめて次のように書いてい
る。
He（Yeats）is，　indeed，　the　ideal　example　for　a　poet　approaching　mid・
dle　age．　He　reminds　you　that　revision　and　slog－work　are　what　you
may　have　to　undergo　if　you　seek　the　satisfactions　of且nish；he　both－
ers　you　with　the　suggestion　that　if　you　have　managed　to　do　one
kind　of　poem　ill　your　own　way，　you　should　cast　off　that　way　and
face　into　another　area　of　your　experience　until　you　have　learned　a
new　voice　to　say　that　area　properly．　He　encourages　you　to　experlence
atransfusion　of　energies　from　poetic　forms　themselves，　reveals　how
the　challenge　of　a　metre　can　extend　the　resources　of　the　voice．
一85一
シェイマス・ヒーニーのシビラント（僑本）
　ヒーニーもグランモアの‘ヘッジ・スクール’に籠ってField　PVorkの作品を
書いていた頃には頃には中年にさしかかって，それまでの作風のゆきづまりを感
じていたに違いない。まさしく35歳を過ぎた中年め詩人ダンテが深い懐疑に落
ちいっていたように。1985年に発表された“Envies　and　Ideti丘cations：Dante
and　the　Modern　Poet”でヒーニーはダンテの『神曲』に強く惹かれたのが
station　Islandを書いた主な動機であると述べている。
　ヒーニーは実在した人達の‘shade’との地獄や煉獄での出会いをかたるダンテ
のr神曲』の形式をかりて，“Station　Island”のなかに昔の知人や恩師や詩人た
ちを登場させ，彼等との対話形式によって現在の彼の詩の位置付けをしている。
様々な登場人物のマスクを被ることによって詩のドラマ性を高めようという意図
がそこにある。本質的には叙情詩人である彼がField　IVorkまでに詩的イソスピ
レーションの源泉を枯渇してしまったというのではないが作品の中にイエーツの
いうマスクをとりいれてもうすこし骨太な作品を書こうとした事は確かだ。
（Corcoranによれば1984年フィンタン・オトールに宛てた手紙に“I　was　de－
voted　to　a　Keatsiall　woolly　line，　textured　stuff，　but　now　I　would　like　to　be
able　to　write　a　bare　wire”とある）。
注1　ヒーニーは“Learning　From　Eliot”のなかでエリオットのいう‘auditory
　　iπ1agination’について引用した後，自分がエリオットの詩を理解できたのは
　　「生まれつきの性向で」‘make　myself　an　echo　chamber　for　the　poem’s
　　sounds’と述べている。エリオットのいう聴覚想鍛力は，シラブルやリズム
　　は人の最も旧い意識層に届ぎ，忘れられていた始源のメソタリテイを呼び覚
　　ますことができる，と説明されている。これをいまヒーニーのばあいシビラ
　　ントに応用してみるとその妥当性が納得されるように思われる。
　　　ついでに記しておくならば同じ論文の中でヒーニーは自分とエリオットが
　　詩人として資質が異なるといっている。叙情詩人のかれからみるとエリオッ
　　トはPhilosophycal　songのためにlyricを捨てた，いや，見放されたのだ
　　と述べている。
　　　さらに，ヒーニーは，エリオットの詩は言葉に始まって言葉に終わる世界
　　で外の世界との結び付きがない。つまりフロスト，バーディ，イエーツは言
　　葉の向こうにsubjectsやplacesをもつがエリオットにはそれがないとい
　　うことである。これがために詩の創作についてはヒーニーは彼から学ぶこと
　　がないと述べている。
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注2　Sweeney　Astrayでは豚飼のモンガソが嫉妬心から投げた槍にあたってス
　　ウィニーは死ぬのだが，臨終に望んでキリスト教に改宗する。これはこの作
　　品が纒められたときのキリスト教の立場からすると折伏の物語として決着し
　　たかったからにちがいない。内実はキリスト教に制圧されたケルトの悲哀を
　　歌ったものでスウィニーが改宗してもアイルランドの風土，自然に対する彼
　　の深い愛情は強いケルトの伝承の精神の余韻として残るのである。
　　　ヒーニーが“The　King　of　the　Ditchbacks”で描いたのはこの異教精神
　　のシンボルとしてのスウィニーである。どんなものであれ権威に盲従する事
　　の危険に詩人は敏感であるが，ヒーニーも「聖バトリックの権威の杖のもと
　　で麻痺している蛇」またpobte　mauditであるスウィニーに詩的想像力の自
　　由のシンボルをみている。
注3　ヒーニーは‘The　Making　of　a　Music’でワーズワスには自然の側からの
　　はたらきかけに身を委ねる受動性（complaisance）があり，イエーツには様
　　々なvoiceによって詩のドラマ性をなりたたせる能動性（control）がある
　　と述ぺている。最初に浮かんだリズムに身をゆだねることを‘going　into　a
　　trance，　mesmerised　by　the　sound　of　his　own　voice’と説明している。こ
　　の霊媒的ないしシャーマン的トランスはたんなる自己陶酔に堕す危険が大き
　　いが，詩が向こう側の世界から‘shade’を招魂するにはどうしても欠かせな
　　いものである。ヒーニーは同じエッセイのなかでこれを‘to　become　somn・
　　ambulist’と説明している。面白いことに彼は‘somnambulist’という言葉
　　を詩の中で幾度か用いている。おそらく愛着のある言葉なのであろうし，ま
　　た現に彼の試作の秘密の一面を的確に現す言葉でもある。たとえぽ今まで論
　　じてきたシビラントの使用は，詩人がtrance状態に入るための音と説明で
　　きよう。　‘Station　Island’VIの冒頭の“Freckle－face，　fox－head，　pod　of
　　the　broom，／Catkin・pixie，　little　fern－swish”をシビラソトの呪文的効果を
　　無視してイメージおよび意味だけで論じることはナソセンスである。ヒーニ
　　ーの‘somnambulist’は「夢遊病者」ではない。“Harvest　Bow”の父親の
　　ようにひとつの技を無意識にやることができるほど鍛練した人のことであ
　　り，詩人がシャーマンだとして，真のトランス状態にはいるにはそれなりの
　　才能と鍛練が必要なのと同じである。
注4　前回とりあげた“Song”がわずか8行の短詩ながらField防娩全体を
　　解読するヒントを含んでいたようにStation　Islandでは灘ご引用する短詩
　　“Widgeon”も詩集全体に対するヒーニーのコメントをメタ・ポエムとして
　　そのうちに隠し持っている。
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　　Widgeon
for　Paul　Muldoon
　　It　had　been　badly　shot．
　　While　he　was　plucking　it
　　he　found，　he　says，　the　voice　box－
　　1ike　a　flute　stop
　　in　the　broken　Windpipe－
　　and　blew　upon　it
　　unexpectedly
　　his　own　small　widgeon　cries。
　　　　ヒドリガモーポール・マルドゥーソに捧ぐ。
　　酷く撃たれていた。
　　羽をむしるうちに
　　喉笛を彼はみつけたと言う。
　　壊れた気管の
　　フルートの指孔のような一
　　そして吹いてみると
　　思いがけなく
　　微かな鴨の声。
　まず酷く撃たれた鴨は聖ロ・・一ナンに呪いをかけられたウィーニーと考えら
れる。‘pluck’は文字どおりには毛をむしることだが「楽器を鳴らす」とい
う意味あるのでここではBuile　Suibhneの翻訳をすることともとれる。壊
れた鴨の喉笛とは英語によって絶滅に追い込まれたアイルラソド語。それを
吹いてみると思いもかけず詩人は自分が鳥＝スウィニーとなってしかも自分
自身の声で歌っていた。こう解釈すると“The　King　of　the　Ditchbacks”
と同じくこれは詩人とスウィニーとの‘dissimulation’を暗示した作品とし
て読めるのである。
（英米文学科　教授）
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